
今春、この２つの庁舎を統合し、

新十日町地域消防本部

として生まれ変わります。
十日町市

新十日町地域消防本部・署

西分署

現消防本部

（四日町新田第４）

新十日町地域消防本部庁舎概要特集

現消防本部庁舎（十日町市 川治内後第２）

現西分署庁舎（十日町市 霜条）

※
位
置
の
詳
細
は

　
内
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
27
年
10
月
に
新
消
防
本
部
庁
舎
が
完
成
し
、現
在
は
、

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
通
信
指
令
室
）
と
デ
ジ
タ

ル
無
線
設
置
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
十
日
町
地
域
消
防
本
部
庁
舎
と
西
分
署
庁
舎
は
、

約
40
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
管
内
の
各
種
災
害
に
対
応
し
て

地
域
住
民
の
安
心
、
安
全
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

建
物
の
老
朽
化
や
度
重
な
る
地
震
に
よ
り
大
き
く
被
災
し
た

両
庁
舎
は
、
再
び
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
不
安
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る

ア
ナ
ロ
グ
無
線
が
電
波
法
関
係
審
査
基
準
の
改
正
に
よ
り
、

そ
の
使
用
期
限
が
平
成
28
年
５
月
31
日
ま
で
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
、
さ
ら
な
る
消
防

力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
を
含

め
た
「
第
二
次
十
日
町
地
域
消
防
再
編
計
画
」
を
平
成
23

年
度
に
策
定
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
の
運
用
開
始

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

庁
舎
移
転
後
も
、
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
て
今

ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

消
防
行
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
長　

田
村
信
二

庁舎北側の駐車場は、ヘリの緊急離着陸場や
消防団ポンプ操法訓練などに使用できます。
また、大規模災害時の応援部隊等の一時集結
地、野営地として幅広く活用されます。

階

階

階

災害が発生した際、
隣接する通信指令
室と連携し、すば
やい災害対応をし
ます。

119 番通報を受信する高機能消防指令センター
（通信指令室）は、現在工事中です。

十日町消防の紹介や、防災情報を発信するス
ペースとなっています。また、大規模災害時
の一時避難所として使用できます。

約 120 人を収容することができ、救命講習
など各種講習会の開催を予定しています。

情報発信
玄関ホール

災害対策作戦室

広い駐車場スペース

あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と　
　

　
　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

４月１日運用開始庁舎東側には LP ガス貯槽や受水槽があるエネルギー棟が
あり、消防訓練にも使用できる建物です。

１３

２

屋 外

各種会議、講習会
多目的ホール

訓練棟を兼ねた
エネルギー棟

 平成 28 年

車庫棟には、消防車４台、救急車２台、救助工作車
１台、はしご車１台、指揮車等８台、合計 16 台の緊
急車両等が格納されます。また、２階には消防資機
材庫があり、設置してあるクレーンやエレベーター
で資機材の出し入れをします。

16 台格納
車庫棟

特
集

十
日
町
市
四
日
町
新
田

一
〇
四
一
番
地

新
十
日
町
地
域
消
防
本
部
庁
舎
概
要

訓練棟イメージ図

訓練棟は平成 28
年６月に工事着
工予定です。

高機能消防
指令センター
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消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

新消防本部庁舎には発電機を２台設置し、１台は
消防本部庁舎全体の設備への供給、もう１台は
消雪用井戸ポンプに設置されます。非常時にお
いても庁舎機能が維持できるよう、地下タンク
に 10,000 ℓの軽油を備蓄し、約１週間の運転が
可能です。

　　　新消防本部庁舎南側の壁面に設置
　　　した 64 枚の太陽光パネルにより、
　　　年間で約 13,000kwh の発電が
　　　可能です。事務室と通信関係諸室
　　の電灯代約 86％を賄えます。

新
消
防
本
部
庁
舎
の
特
別
な
設
備
。

地
球
環
境
や
非
常
時
の
こ
と
を

考
え
て
導
入
し
ま
し
た
。

地中温度は季節にかかわら
ず一定しています。夏季は
外気より低い温度の地中熱を
利用し、冬季は外気より高い温度の
地中熱を利用することで、空調や融雪に使用する電
力を少なくすることができます。地中熱は、地球環
境に優しいエネルギーと言えます。
（環境省補助事業）

ど

の
く
ら
い
運
転
できる？

自家発電
システム

お日
さまの力を集め

る
！

太陽光発電
システム

※新消防本部庁舎建設
地の地中温度は、年間
を通して約 10 ～ 15℃。

119 番の受付や災害現場への無
線交信など、重要な機能を有
している部屋は、地震があっ
てもその機能を停止するわけ
にはいきません。そのため、
通信指令室と災害対策作戦室
の床には免震システムを設置し
ています。これは、地震の揺れを軽減させる装置で、
震度７クラスの揺れを震度４～５弱程度にまで抑える
ことができます。

地
震
に
耐
え
る
…

免震
システム

全
国

でも
最大級 !!

地中熱利用
システム 免

震
床
で
、

　
　
揺
れ
減
!!

免
震
シ
ス
テ
ム
の
床

　
　
　
↓

　
　
免
震
床


